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〈レポート〉農漁協・森組

産会館は、多くの県においては漁協系統団体
が入居するオフィスビルにすぎないが、兵庫
県では料理教室が頻繁に開催されることから
一般市民の往来が日常的にみられる空間とな
っており、普及活動が漁協と市民の距離を近
づける役割を果たしている。
併せて、登録制の「おさかな講師」による

県下の小中学校への出前教室も行われており、
18年は137校で298講座、10,218人を対象に開
催された。出前教室の特徴として、第一に、
講師の育成から考えられている点が挙げられ
る。講師には必ずしも初めからプロが就任し
ているわけではなく、将来的に魚食普及の担
い手となる市民を講師として育成するための
講習会が別途設けられており、普及活動の拡
大が念頭に置かれている。第二に、連合会で
ある県漁連の活動として、会員漁協による活
動を補完することが意識されている点も特徴
である。主には女性部活動の一環として単協
主体での魚食普及活動が広く行われている
が、単協では活動できるエリアや頻度が限ら
れてしまう。そこで、県漁連の出前教室では、
単協ではやりきれない部分をカバーする運営
がなされている。この点は普及活動の実施に
当たっての工夫とみることができる。

2　 SEAT-CLUBの活動②
─組合間連携に基づく拡大─

SEAT-CLUBは、地元生協であるコープこ
うべとの連携を通じて活動の幅を広げてきた
経緯がある。10年に行われた「水産物産地販

魚食普及の必要が訴えられるようになって
久しい。2011年以後、年間１人当たり供給純
食料（量）で肉類が水産物（魚介類と海藻類の合
計）を上回り続けていることは、水産物消費の
停滞を表すと同時に、漁業生産サイドに対し
ては、魚食普及活動等の対策が必要であるこ
とを示唆している。
全国の漁協を眺めると、組織基盤と相性の

良い魚食普及は組合活動の定番となりつつあ
る。魚離れが言われる中、水産物消費の裾野を
拡大することは、地域漁業への理解・共感の醸
成につながると考えられているためである。今
回は、魚食普及活動の先進事例である兵庫県
漁連「SEAT-CLUB」の展開を素材に、魚食普
及の先に見えてくるものは何か考えてみたい。

1　 SEAT-CLUBの活動①
─盛況な料理教室と運営の工夫─

SEAT-CLUBは、兵庫県漁連指導部が行う
魚食普及プロジェクトの総称である。この名
称には、SEA（海）＋EAT（食）＝SEAT（席）と
して、生産と消費をつなげる意味が込められ
ている。また、兵庫県の広域浜プランは県漁
連主体の活動が多く盛り込まれた内容となっ
ている点に特徴があり、SEAT-CLUBもプラ
ンの構成要素の一つとなっている。
SEAT-CLUBの活動は、09年７月に明石市

に所在する県水産会館での料理教室からスタ
ートした。主に主婦層を対象に18年度は計138
回催されており、現在に至るまでSEAT-CLUB
の中心となる活動メニューとなっている。水
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現在、SEAT-CLUBは、瀬戸内海の再生に向
けた運動との接続が意識されている。瀬戸内
海の環境を巡っては、栄養塩の減少等により
水産資源量の減少が著しい「やせた海」との
認識が実感を伴って拡大している。地産地消
をベースとする魚食普及活動は、地域の漁業
生産活動への関心を誘うものであり、さらに
その基礎にある地元の海洋環境に対する問題
意識を啓発するものでもある（第１図）。つま
り、魚食普及活動は、消費者を巻き込んだ形で
生産基盤の回復を目指すという生消連携の市
民運動へと発展する論理を内在しているとい
うことである。この発展を実現するためには、
生産と消費それぞれの代表組織である漁協と
生協の連携がより一層求められることになる。
広く全国的に行われるようになった漁協に

よる魚食普及活動がどのような結集を遂げる
ことになるのか、今後の漁協運動の論点の一
つとして念頭に置く必要があると考えられる。

　＜参考文献＞
・ 山田隆義（2016）「漁業者から見た瀬戸内法改正」『瀬戸内
海』71号、24～26頁

（かめおか　こうへい）

売力強化事業」は、コープこうべ店舗
でのタコのボイル実演販売による販促
のために企画されたものである。この
事業は、コープこうべとの協力関係の
下で実施されたが、その背景には、県
下の協同組合組織の交流機関である兵
庫JCC（兵庫県協同組合連絡協議会）を通
じて、県漁連とコープこうべがかねて
より接点を有していたという事情が作
用していた。
そしてこの連携は、13年からの「ひ

ょうごの地魚推進プロジェクト（とれぴ
ち）」へと発展していく。このプロジェ
クトは、鮮魚部門の強化を目指していたコー
プ側との問題意識の合致を受けて開始された
ものである。内容は、①コープ店舗での産直
市、②コープの鮮魚担当者向けの研修会、③
レシピの店頭配布、④コープ組合員向けの料
理会や産地学習会であり、漁協と生協の交流
拡大を通じた双方にとってメリットのある販
促活動となっている。本プロジェクトは14年
４月にはコープこうべ全店で展開するに至っ
ており、早いテンポで拡大したことが伺える。
関連して、コープこうべを介して、漁協と栄養
士を目指す学生団体との交流も生まれている。
以上の展開からは、SEAT-CLUBの協同組

合間連携としての性格とともに、連携が活動
の面的・質的拡大に寄与したことが読み取れ
る。連携を介することで、普及活動を漁協単
独では行い難いレベルにまで引き上げること
が可能となったと言えるのではないだろうか。

3　魚食普及から海づくり運動へ

全県的な広がりを獲得するに至ったSEAT-
CLUBであるが、今後はどのようなあり方が
期待されるであろうか。

第1図　 物質循環を介した魚食と漁業生産の連関

 出所　コープこうべ提供資料
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